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＜病棟連絡事項＞
特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・古川　貞二様～点滴同内容にて3日分処方となる。

・神　ツエ様～点滴同内容にて3日分処方となる。また、IFオーダーに便秘時追加、ピ
コスルファートNa内用液1本処方となる。

・古田　真様～不安時ジアゼパム10回分処方となる。

・吉田　光良様～腰痛訴えあり、フェルビナクスチック軟膏1本処方となる。

[bookmark: _GoBack]＜移動＞
【転出】
・三浦　良三様～東病棟Ｃユニット→南病棟

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中他室侵入や迷惑行為頻回にあり、早めに開放観察終了している。入室中は毛布にくるまり臥床して過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食全量摂取している。明るく機嫌良好に過ごされている。「お菓子食べたい」と要求あるが、嗜好品は時間通りの対応をしている。不機嫌さなく過ごされている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。10:00～16:00拘束一時解除・開放観察実施。時折詰所内に侵入してくることあり介入要している。10:40頓服服用後も落ち着かず、自分の手で首を絞めようとしたり、他者の腕をつねろうとしたりすることあり。介入にて同行為やめ内省することできている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。断続的にドア蹴りや叫び声をあげている。スタッフ対面時は多弁さやニヤツキあるが、易怒性や興奮なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・藤田　慶喜様～車いす乗車しホールにて過ごす。車いすからの立ち上がりあり見守り・介入要している。おむついじりはなく経過。

・松浦　克俊様～朝食は自力で各食1/2摂取。昼食時は眠気強く、再三声掛けにも起きれず、不食。昼食後薬は眠気強く内服行えない為、船場Dr.口頭指示にて除剤。バイタル異常・酸素飽和濃度低下無く経過。

・古川　貞二様～食事は介助にて朝食全量、昼食は数口のみの摂取。バイタル異常・酸素飽和濃度低下無し。点滴トラブル無く施行。疎通良好で介助への拒否・抵抗無し。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～時折他社にイライラ感訴えあるが、都度頓服服用にて対応している。粗暴行為や他者トラブルなく経過。

・中根　富美子様～殆ど臥床してすごしている。奇異行為や妄想発言なく、スタッフ対応は穏やか。
